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は
じ
め
に

　
今
ま
で
筆
者
は
こ
の
『
研
究
年
誌
』
を
通
じ
て
主
と
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
外
交
官
と
し
て
の
様
々
な
公
的
な
活
動
を
紹
介
し
て
き

た
。
幕
末
の
英
国
公
使
館
員
か
ら
明
治
の
終
わ
り
ま
で
の
日
本
政
府
の
お
雇
い
外
国
人
外
交
官
と
し
て
彼
の
日
本
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

の
公
的
な
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
主
に
井
上
馨
外
務
卿
指
導
の
下
で
の
二
度
に
亙
る
条
約
改
正

交
渉
、さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
の
そ
の
交
渉
に
多
く
の
紙
面
を
割
い
た
。そ
れ
と
の
係
り
で
伊
藤
博
文
と
の
彼
の
交
際
の
跡
も
た
ど
っ

て
み
た
。
日
本
の
赤
十
字
創
設
も
広
い
意
味
で
の
日
本
が
国
際
的
に
も
近
代
国
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
証
と
し
て
彼
の
そ
の
た
め
の
具
体

的
な
働
き
か
け
に
も
注
目
し
た
（
注
１
）

。

　
も
ち
ろ
ん
弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
も
日
本
で
の
条
約
改
正
交
渉
に
は
、
条
約
国
側
の
通
訳
と
し
て
深
く
係
っ
た
。
い
わ
ば
シ
ー
ボ
ル
ト
兄
弟
は

彼
ら
の
立
ち
会
い
の
下
で
日
本
と
列
強
国
間
と
の
熾
烈
な
や
り
取
り
を
つ
ぶ
さ
に
見
た
、
歴
史
の
証
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は



―2―

そ
の
後
そ
の
ま
ま
日
本
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
代
表
部
に
残
り
、
兄
の
よ
う
に
直
接
、
海
外
で
の
交
渉
に
は
立
ち
会
っ
て

い
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
方
は
、
一
八
八
七
年
、
活
動
の
場
を
ド
イ
ツ
お
よ
び
条
約
締
結
の
国
々
に
移
し
た
。
日
本
の
外
務
省
、
外

務
大
臣
直
属
の
通
訳
官
及
び
参
事
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
日
本
公
使
と
一
緒
に
交
渉
に
臨
ん
だ
。
以
前
見
た
よ
う
に
、
一
八
八
九
年

の
ド
イ
ツ
か
ら
始
ま
っ
て
、
ス
イ
ス
、
さ
ら
に
は
一
八
九
四
年
の
英
国
と
の
交
渉
が
最
後
に
実
を
結
ぶ
ま
で
、
こ
れ
ま
た
、
長
い
紆
余
曲

折
と
し
た
辛
い
一
連
の
交
渉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
以
前
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
交
渉
が
終
結
を
見
た
の
と
時
を
移
さ
ず
、

東
ア
ジ
ア
の
地
に
日
清
・
日
露
の
戦
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
前
々
回
の『
研
究
年
誌
』で
見
た
と
お
り
で
あ
る
（
注
２
）

。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
一
八
八
七
年
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
変
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
例
え
ば
一
八
七
八
年
か
ら

八
一
年
の
日
本
で
の
条
約
改
正
交
渉
の
開
始
ま
で
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
公
使
館
に
、
ま
た
こ
の
第
一
回
目
と
第
二
回
目
の
間
に
は
ロ
ー
マ
の

日
本
公
使
館
に
、
と
い
う
よ
う
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
か
の
日
本
公
使
館
に
配
属
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

一
八
八
七
年
以
降
は
、
ど
こ
の
日
本
公
使
館
に
も
席
を
置
か
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
自
由
な
立
場
で
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
場
所
を
変
え
て
ど

こ
に
も
行
く
用
意
が
で
き
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
と
の
日
本
の
条
約
改
正
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
間
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
ベ
ル

リ
ン
を
生
活
の
拠
点
に
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
の
こ
の
交
渉
の
間
も
ロ
ン
ド
ン
が
生
活
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
う
い
う
、
外
務

省
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
の
重
要
な
国
際
会
議
以
外
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
ど
こ
か
の
日
本
公
使
館
に
常
駐
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
彼
の
私
生
活
も
変
わ
っ
た
。
一
八
八
九
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
で
伯
爵
令
嬢
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
へ
ー
ス
リ
ン
ゲ
ン
（
一
八
六
五
―

一
八
九
八
）
と
結
婚
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
の
コ
ル
ム
ベ
ル
ク
城
に
居
を
構
え
た
。
こ
こ
で
娘
三
人
と
息
子
一
人
を
も
う
け

た
。
一
八
九
六
年
に
は
ウ
ル
ム
近
郊
の
ラ
イ
プ
ハ
イ
ム
城
に
移
っ
た
が
、
一
八
九
八
年
二
月
に
は
彼
の
妻
が
ま
だ
若
く
し
て
、
四
人
の
子

供
た
ち
を
残
し
て
死
亡
し
た
。
一
九
〇
〇
年
に
は
こ
の
城
も
売
却
し
、
後
転
々
と
生
活
の
場
を
変
え
る
。
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
ベ
ル
リ
ン

さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
。
最
後
に
は
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
バ
近
郊
の
ペ
リ
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
私
生
活
で
も
多
難
な
時
期
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
む
し
ろ
集
中
的
に
、
積
極
的
に
、
外
交
官
と
し
て
、
あ
る
い
は
自
由

な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
広
報
活
動
、
文
筆
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
別
な
視
点
か
ら
い
え
ば
、
日
本
の
外
務
省
、

日
本
の
明
治
政
府
の
か
ね
て
よ
り
の
要
請
、
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
一
八
九
九
年
四
月
に
刊
行
を
開
始
し
た
、
玉
井
喜
作
編
纂
の
『
東

ア
ジ
ア
』（Ost-Asien

）
に
ほ
ぼ
定
期
的
に
、
時
に
は
〝
鳴
滝
〟
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
論
文
を
連
載
し
た
の
は
そ
の
表
れ
で
あ

る
。
そ
れ
に
、
ド
イ
ツ
ば
か
り
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
雑
誌
や
新
聞
に
も
日
本
通
、
日
本
の
外
交
官
、
有
名
な
シ
ー
ボ

ル
ト
の
息
子
と
し
て
彼
の
原
稿
が
載
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
雑
誌
や
新
聞
に
は
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
間
を
仲
介
す
る
外
交

官
と
し
て
や
は
り
外
交
問
題
、
時
事
問
題
、
ニ
ュ
ー
ス
解
説
等
が
圧
倒
的
に
多
い
。
た
だ
そ
れ
以
外
の
文
化
的
な
、
学
術
的
な
活
動
が
な

い
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
実
は
弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
二
人
で
協
力
し
合
っ
て
、
一
八
九
七
年

に
出
版
し
た
父
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
『
日
本
』
の
再
版
本
の
出
版
で
あ
る
。
今
回
、
こ
の
論
文
で
は
、

息
子
た
ち
の
共
同
作
業
の
成
果
と
し
て
こ
の
『
日
本
』
の
再
版
本
を
中
心
に
見
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
前
に
、
今
度
は
、
弟
の
ハ
イ
ン

リ
ヒ
の
方
に
も
目
を
向
け
て
、
彼
の
そ
れ
ま
で
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
八
九
六
年
ま
で
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
足
跡

　
一
方
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
二
回
に
わ
た
る
、
日
本
で
の
条
約
改
正
交
渉
に
列
強
国
側
の
通
訳
官
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー

帝
国
代
表
部
（
公
使
館
）
の
書
記
官
と
し
て
参
加
し
た
。
そ
の
模
様
が
一
つ
に
は
神
宮
公
園
内
の
絵
画
館
の
絵
に
う
か
が
わ
れ
る
。
が
、

兄
と
は
異
な
っ
て
、
独
自
の
外
交
官
の
道
に
進
む
。
そ
の
後
、
一
八
八
三
年
公
使
館
主
任
事
務
官
、
一
八
八
七
年
か
ら
二
年
間
代
理
公
使
、

さ
ら
に
一
八
九
三
年
に
は
横
浜
の
領
事
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
九
五
年
に
は
上
海
の
領
事
代
理
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
間
、
一
貫
し
て
、

外
交
畑
に
専
念
し
て
、
一
八
八
九
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
皇
位
継
承
者
、
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
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ト
大
公
の
訪
日
の
際
に
彼
の
案
内
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
残
念
な
こ
と
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
外
交
官
と
し
て
正
規
の
ル
ー
ト
を
辿
っ
て
い
な

い
。
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア
組
で
は
な
い
。
大
学
教
育
は
受
け
て
い
な
い
。
こ
れ
は
当
時
で
も
、
決
定
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
か
に
有
能

で
、
外
交
畑
で
大
き
な
仕
事
を
し
た
と
し
て
も
、
正
規
の
国
家
試
験
を
経
て
、
外
交
官
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
公
使
、
大
使
に
は
な
れ
な
い
。

た
だ
し
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
場
合
、
キ
ャ
リ
ア
が
な
く
と
も
、
公
使
に
は
な
れ
な
く
と
も
、
実
力
と
実
績
で
、
横
浜
や
上
海
の
領
事
あ
る
い
は

公
使
代
理
に
な
れ
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
代
表
部
の
公
使
官
員
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
は
外
務

省
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
公
使
に
申
請
し
た
が
、
結
局
不
可
能
だ
っ
た
。

　
他
方
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
公
務
と
は
別
に
、
も
う
一
つ
の
個
人
的
な
、
趣
味
的
な
、
学
術
的
な
活
動
の
方
も
決
し
て
等
閑
に
し
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
こ
れ
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
。
父
親
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
美
術
工
芸
品
、
考
古
民
族
学
的
な
資
料
、
仏
像
、
武

具
等
を
可
能
な
限
り
積
極
的
に
購
入
し
、
そ
の
多
く
を
、
特
に
ウ
ィ
ー
ン
の
工
芸
博
物
館
、
民
族
学
博
物
館
、
自
然
史
博
物
館
に
寄
贈
し

た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
フ
ラ
ン
ツ
皇
帝
よ
り
男
爵
の
爵
位
を
拝
命
し
て
い
る
。

　
も
と
も
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
は
兄
と
違
っ
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
む
傾
向
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
幼
少
か
ら
父
親
に
じ
か
に

接
し
、
日
本
事
情
に
つ
い
て
教
育
を
受
け
、
父
親
の
収
集
し
た
学
術
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
常
に
見
て
育
っ
た
。
来
日
し
て
か
ら
も
、
周

囲
に
は
友
人
・
知
人
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
日
本
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
著
名
な
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
と
い
う
こ
と
で
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
ど

こ
で
も
歓
迎
さ
れ
た
。
か
つ
て
ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
折
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
考
古
学
者
Ｊ
・
Ｊ
・
Ａ
・
ヴ
ォ
ル
サ
エ
ー
と
親
交
を
結
ん
だ
の

も
彼
に
と
っ
て
は
幸
福
な
出
会
い
だ
っ
た
。
日
本
国
内
で
も
主
と
し
て
在
日
ド
イ
ツ
人
の
間
で
作
ら
れ
た
学
術
研
究
会
・
ド
イ
ツ
東
洋
文

化
研
究
協
会
（O

A
G

）
に
加
わ
り
、
ド
イ
ツ
人
の
美
術
工
芸
研
究
者
、
そ
の
愛
好
者
、
さ
ら
に
は
考
古
学
者
ら
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。

例
え
ば
そ
の
中
に
は
東
京
大
学
の
お
雇
い
外
国
人
エ
ド
ム
ン
ト
・
ナ
ウ
マ
ン
も
い
た
。
彼
と
は
大
森
周
辺
で
、
モ
ー
ス
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

貝
塚
を
発
掘
し
て
い
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
こ
う
い
う
経
験
を
踏
ま
え
て
、
考
古
学
者
と
し
て
、
独
自
の
地
位
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

二
〇
一
一
年
三
月
発
行
の
『
研
究
年
誌
』
第
五
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
考
古
学
的
な
活
動
は
ひ
と
ま
ず
終
わ
り
、
美
術
、
工
芸
、
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考
古
，
民
族
学
の
資
料
収
集
に
専
念
す
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
に
な
る
と
、
少
し
不
可
解
な
こ
と
も
出
て
く
る
。
日
本
で
は
歳
若
く
し
て
、
二
〇
歳
で

（
一
八
七
二
年
）
日
本
橋
の
武
蔵
屋
と
い
う
古
物
商
の
娘
・
岩
本
は
な
と
結
婚
し
、
四
人
の
子
供
を
も
う
け
る
。
そ
し
て
晩
年
ハ
イ
ン
リ

ヒ
が
単
身
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
帰
っ
て
二
年
目
（
一
八
九
八
年
）
に
オ
イ
フ
ェ
ー
ミ
ア
・
カ
ー
ペ
ン
タ
―
と
い
う
当
時
三
四
歳
の
英
国
の
未

亡
人
と
ウ
ィ
ー
ン
で
結
婚
す
る
。
そ
れ
か
ら
約
一
〇
年
間
、
南
チ
ロ
ル
の
エ
ッ
パ
ン
村
の
フ
ロ
イ
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
で
日
本
研
究
に
従

事
し
て
余
生
を
送
る
。
し
か
し
一
九
〇
八
年
、
五
六
歳
で
死
去
。
夫
人
も
同
年
三
か
月
後
に
死
去
。
養
女
ダ
ヴ
ィ
ダ
が
い
て
、
和
書

七
二
一
点
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
寄
贈
し
た
。
そ
の
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
競
売
に
か
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
た
だ
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

の
日
記
に
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
遺
産
を
巡
っ
て
、
日
本
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い
る
。
同
じ
く
〝
は
な
〟
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
う
も
岩
本
は
な
で
は
な
い
ら
し
い
。
関
西
の
出
身
で
、
も
う
一
人
の
〝
は
な
〟
細
川
は
な
が
実
在
し
た
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
（
注
３
）

。

　
こ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、一
八
九
六
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
再
会
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
上
海
領
事
を
辞
任
し
て
一
年
間
の
休
暇
を
取
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
長
く
二
人
が
再
会
す
る
の
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
。
ハ
イ

ン
リ
ヒ
も
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
重
要
な
仕
事
は
今
し
か
な
い
と
思
っ
た
の
か
、
兄
弟
は
父
親
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
新
し
い
時
代
の
、
彼
ら

の
目
か
ら
見
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
仕
上
げ
よ
う
と
決
意
し
た
。『
日
本
』
の
再
版
の
編
纂
は
彼
ら
息
子
た
ち
に
残
さ
れ
た
重
要
な
使
命

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
主
と
し
て
政
治
・
財
政
・
法
律
・
制
度
・
歴
史
等
社
会
科
学
に
造
詣
が
深
い
。
ま
た
外
交
官
と

し
て
貴
重
な
体
験
と
経
験
を
積
ん
で
い
る
。
一
方
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
人
文
的
な
、
文
化
的
な
、
芸
術
的
な
知
見
を

備
え
て
お
り
、
し
か
も
日
本
及
び
東
ア
ジ
ア
の
文
化
史
な
背
景
に
精
通
し
て
い
る
。
さ
て
我
々
に
は
馴
染
み
深
い
『
日
本
』
の
初
版
と
比

べ
て
、
再
版
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ど
う
い
う
違
い
が
あ
る
の
か
。
日
本
も
再
版
の
方
は
一
部
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
も
同
然
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
論
述
し
よ
う
と
思
う
。



―6―

Ⅰ

　
シ
ー
ボ
ル
ト
兄
弟
に
と
っ
て
、
父
親
の
存
在
は
決
定
的
な
、
絶
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
父
の
業
績
を
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
継
承

す
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
使
命
も
常
に
意
識
し
て
い
た
。
父
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
す
ぐ
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

は
一
八
六
八
年
、
パ
リ
万
博
終
了
後
、
父
の
日
本
語
の
蔵
書
を
大
英
博
物
館
に
寄
贈
す
る
労
を
と
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
父
が
二
回
目
の

日
本
滞
在
の
間
に
直
接
・
間
接
に
収
集
し
た
民
族
学
的
な
、
工
芸
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く
を
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の

民
族
学
博
物
館
に
寄
贈
し
、
そ
の
際
そ
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
て
い
る
。
一
八
八
一
年
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
の
庭

園
に
設
け
ら
れ
た
父
親
の
記
念
碑
の
除
幕
式
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
立
ち
会
っ
て
い
る
。そ
し
て
今
度
は
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
も
と
考
え
、

彼
は
自
ら
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
翌
年
、一
〇
月
に
は
、一
緒
に
里
帰
り
し
た
弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
共
に
そ
の
記
念
碑
建
立
に
立
ち
会
っ

て
い
る
。
そ
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
生
誕
一
〇
〇
年
目
の
一
八
九
六
年
が
来
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
赤
十
字
の
創
設
の
仕
事
に
共
同
で
か
か
わ
っ
て
い
た
佐
野
常
民
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
と
こ
ろ
に
書
簡
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。

「
貴
兄
の
著
名
な
父
親
の
生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
盛
大
に
式
典
が
行
わ
れ
た
。・
・
・
」
（
注
４
）

と
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
当
時
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
は
、
東
洋
で
の
日
清
戦
争
の
後
の
複
雑
な
情
勢
を
遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
か
ら
見
て
、
日
本
か
ら
得
た
情
報
と
日
本
の
政
府
・

外
務
省
の
見
解
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
三
国
干
渉
の
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
広

報
活
動
は
も
ち
ろ
ん
継
続
し
、
む
し
ろ
積
極
的
に
展
開
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
父
親
の
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
を
契
機
に
、
父
親
の
遺
産
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
『
日
本
』
を
も
う
一
度
、
新
し
い
時
代
に
立
っ
て
見
直
す
の
も
息
子
た
ち
に
残
さ
れ
た
仕
事
の
よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
ろ

う
。
す
で
に
一
八
九
六
年
の
年
明
け
に
は
、ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
高
等
学
校
の
フ
ラ
ン
ツ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
と
い
う
教
師
が
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

に
会
っ
て
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
。
一
月
二
一
日
の
日
記
に
は
「
イ
ェ
ー
ガ
ー
と
二
時
間
仕
事
を
し
た
。・
・
・
ヴ
ェ
ル
ル
に
計
画

書
を
送
っ
た
。」
（
注
５
）

と
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
ル
と
は
レ
オ
・
ヴ
ェ
ル
ル
の
こ
と
で
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
出
版
社
の
社
長
で
あ
る
。
佐
野
常
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民
か
ら
報
告
を
受
け
る
前
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
す
で
に
『
日
本
』
の
再
版
を
出
版
し
た
い
と
計
画
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に

弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
上
海
領
事
を
健
康
上
の
理
由
で
辞
任
し
て
、
夏
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
郷
す
る
、
と
の
知
ら
せ
も
受
け
て
い
た
。
あ
る

意
味
で
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
休
暇
を
も
ら
っ
て
、
リ
タ
イ
ア
ー
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
兄
弟
は
、
彼
ら
が
一
緒
に
協

力
し
て
仕
事
の
で
き
る
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
、
い
な
こ
れ
を
逃
し
た
ら
二
度
と
な
い
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際

に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
ベ
ル
ツ
医
師
の
診
断
書
を
も
ら
っ
て
、
ハ
ワ
イ
、
カ
ナ
ダ
経
由
で
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
の
が
八
月
の
は
じ
め
、
す
ぐ
に

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
兄
に
合
流
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
客
観
的
な
事
実
と
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
『
日
本
』
の
初
版
は
、
一
八
三
二
年
出
版
開
始
。
そ
し
て
終
了
が
一
八
五
一
年
で
あ

る
。
こ
の
間
継
続
し
て
二
〇
分
冊
に
分
け
て
配
布
さ
れ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
第
一
回
目
の
日
本
滞
在
直
後
か
ら
約
二
〇

年
間
、
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
で
の
仕
事
の
集
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
妻
・
ヘ
レ
ー
ネ
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ー
ゲ

ル
ン
が
健
康
上
の
理
由
で
、オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ド
イ
ツ
の
ボ
ッ
パ
ル
ト
に
家
族
で
移
住
し
た
（
一
八
四
八
年
）
後
の
数
年
間
は
別
と
し
て
も
、

ほ
と
ん
ど
オ
ラ
ン
ダ
で
の
、
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
と
か
か
わ
っ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
シ
ー
ボ
ル
ト
を
見
る
と
、
ボ
ッ
パ

ル
ト
か
ら
ボ
ン
に
引
っ
越
し
た
の
も
実
の
と
こ
ろ
、
日
本
研
究
を
ボ
ン
の
地
で
、
ボ
ン
大
学
を
足
場
に
深
化
さ
せ
、
広
く
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ド
イ
ツ
を
拠
点
と
し
て
、
新
た
に
日
本
研
究
の
成
果
を
世
に
出
し
た
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
以
前
の
日
本

の
国
外
へ
の
追
放
の
処
分
は
解
除
さ
れ
て
、
再
度
一
八
五
九
年
に
来
日
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
六
二
年
の
五
月
に
日
本
を
離
れ
る
ま
で
ほ

ぼ
三
年
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
。
長
崎
に
二
年
、
横
浜
と
江
戸
に
合
わ
せ
て
一
年
ば
か
り
、
要
す
る
に
日
本
の
幕
末
の
時
代
に
そ
の
時
代

の
証
人
に
な
っ
て
い
る
。
江
戸
で
は
、
か
つ
て
の
長
崎
の
鳴
滝
塾
の
よ
う
に
、
蕃
書
調
所
（
後
の
洋
学
所
）
で
は
洋
学
教
授
と
し
て
、
ま

た
赤
羽
根
接
遇
所
で
外
交
顧
問
と
し
て
大
き
な
業
績
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
以
前
と
比
べ
、
幕
末
の
攘
夷
思
想
の
激
し
さ
を
増
す
な
か
、

危
険
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
比
較
的
自
由
に
研
究
調
査
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
は
一
八
五
二
年
以
降
の
シ
ー
ボ
ル
ト
は
新
し
い

環
境
、
新
し
い
時
代
、
新
し
い
日
本
を
直
接
体
験
し
て
、
自
ら
の
研
究
に
そ
れ
を
生
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
亡
く
な
る
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ま
で
一
五
年
ぐ
ら
い
経
過
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
か
つ
て
の
初
版
『
日
本
』
は
、
当
然
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
研
究
の
成
果
を
残
念
な
が
ら

踏
ま
え
て
い
な
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た
ち
は
身
近
に
父
の
残
し
た
資
料
、
作
品
と
接
し
て
い
る
。『
日
本
』
の
再
版
が
刊
行
さ
れ
る

ま
で
、
優
に
四
十
五
年
近
く
経
っ
て
い
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た
ち
が
そ
の
『
日
本
』
再
版
の
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
も
、
こ
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
み
る
と
し
よ
う
。

『
日
本
』
再
版
の
編
纂
者
の
意
図

　
一
八
九
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
』
再
版
本
の
序
文
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

『
日
本
』
の
初
版
は
、
著
者
の
自
費
出
版
で
、
分
冊
で
世
に
出
た
が
、
周
知
の
ご
と
く
未
完
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
再
版
本
の
編
纂
者

の
務
め
は
、
残
さ
れ
た
原
稿
を
も
と
に
こ
れ
ら
の
穴
を
埋
め
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
作
品
を
も
と
の
構
想
に
よ
っ
て
完
成
さ

せ
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
っ
た
（
注
６
）

。

　
実
は
、
日
本
で
も
翻
訳
さ
れ
て
、
世
に
出
て
い
る
『
日
本
』
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
と
っ
て
未
完
成
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
シ
ー
ボ
ル
ト
兄
弟

は
知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
発
表
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
か
、
未
発
表
の
も
の
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
も
の
を
す
べ
て
総
点
検
し

て
、
再
版
に
重
要
な
、
価
値
の
あ
る
も
の
を
ま
と
め
た
。
た
だ
し
、
初
版
で
発
表
さ
れ
た
も
の
を
す
べ
て
否
定
、
削
除
し
て
は
い
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
今
後
も
時
を
超
え
て
価
値
の
あ
る
も
の
、
評
価
の
高
い
も
の
は
極
力
こ
れ
を
再
版
で
も
残
し
、
生
か
そ
う
と
し
た
。
で
は
編

者
た
ち
は
、
新
し
い
時
代
に
立
っ
て
、
新
し
い
時
代
の
基
準
に
従
っ
て
、
父
親
の
遺
稿
を
取
捨
選
択
し
た
の
か
、
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
の
ち
の
時
代
を
生
き
て
い
る
編
纂
者
の
視
点
、
尺
度
は
極
力
排
除
さ
れ
て
い
る
。
父
シ
ー
ボ
ル
ト
が
生
き
て
活
動
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し
た
そ
の
時
代
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
し
て
踏
ま
え
て
そ
の
作
品
を
再
現
し
て
い
る
。
し
か
も
編
者
は
そ
の
時
代
考
証
を
徹
底
化
さ
せ
て
い

る
。
再
び
序
文
を
引
用
す
る
。

こ
の
仕
事
は
幸
福
な
事
情
に
よ
っ
て
容
易
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
遺
稿
集
の
中
に
は
欠
落
し
て
い
る
部
分
が
ほ
ぼ
完
全
な
完
成
状
態

で
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
編
者
ら
は
単
に
最
後
の
手
を
掛
け
さ
え
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。・
・
・

原
則
に
忠
実
に
、
以
前
の
作
品
の
目
的
と
一
致
さ
せ
、
こ
の
初
版
は
、
そ
の
時
代
の
日
本
の
国
民
と
そ
の
政
治
形
態
、
歴
史
、
宗
教

の
本
当
の
像
が
極
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
通
り
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

第
二
版
は
、
し
た
が
っ
て
日
本
を
今
日
の
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
そ
の
制
度
、
国
民
生
活
が
ま
す
ま
す
と
西
洋
の
影
響
下
に
置
か
れ
、

変
貌
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
を
描
く
、
こ
れ
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
作
品
は
、
か
つ
て
の
日
本
が
い
か
に
し

て
こ
の
一
九
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
ま
で
生
き
、
努
め
て
き
た
か
、
こ
れ
を
読
者
の
眼
前
に
描
く
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
を
日
本
の

歴
史
の
一
里
塚
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
（
注
７
）

。

　
そ
し
て
父
親
は
か
つ
て
の
江
戸
の
動
乱
期
に
日
本
と
深
く
係
っ
た
、
幕
末
の
歴
史
の
証
人
で
あ
っ
た
。
息
子
ら
は
そ
の
後
の
明
治
と
い

う
時
代
の
、
疾
風
怒
涛
期
を
生
き
て
い
る
、
こ
れ
ま
た
時
代
の
証
人
で
あ
る
。
こ
の
再
版
本
は
か
つ
て
の
日
本
を
映
す
貴
重
な
資
料
と
し

て
接
す
る
と
、
自
ず
と
、
現
在
と
過
去
と
の
比
較
か
ら
、
大
事
な
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

過
去
と
現
在
と
の
比
較
、
わ
れ
ら
の
父
親
が
体
験
し
、
記
述
し
た
事
柄
と
今
日
の
日
本
と
の
比
較
、
こ
れ
は
、
こ
の
国
民
が
か
く
も

短
い
間
に
、
い
か
に
遠
い
道
を
辿
っ
て
き
て
い
る
か
、
の
証
明
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
が
辿
る
道
が
狭
く
な
り
、
険
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
祖
国
愛
、
忍
耐
そ
し
て
犠
牲
的
精
神
が
目
指
し
た
成
果
が
ま
す
ま
す
大
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き
く
な
る
の
で
あ
る
（
注
８
）

。

　
こ
の
よ
う
な
編
纂
方
針
の
下
、
再
版
の
『
日
本
』
の
編
纂
が
着
手
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
際
シ
ー
ボ
ル
ト
の
遺
稿
集
が
す
べ
て
採
用
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
や
は
り
そ
の
場
合
、
編
集
者
の
意
図
と
い
う
か
、
基
本
方
針
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
そ
の
再
版

の
中
の
最
初
の
前
書
き
の
中
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
父
親
に
つ
い
て
興
味
深
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
編
纂
者
、
息
子
と
し
て
父
親
を

い
か
な
る
視
点
か
ら
取
り
上
げ
る
の
か
、
が
よ
く
見
て
取
れ
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
父
親
の
再
評
価

　
再
版
の
『
日
本
』
に
は
、
編
集
者
の
前
書
き
と
い
う
形
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
自
身
に
よ
る
父
親
シ
ー
ボ
ル
ト
の
ス
ケ
ッ
チ
風
の
伝
記

が
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
亡
く
な
っ
て
、
三
〇
年
後
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
五
〇
歳
の
時
の
作
品
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
没
後
か
ら
三
〇

年
の
時
を
経
て
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
改
め
て
父
親
の
仕
事
を
見
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
、
後
の
時
代
か
ら
見
た

再
評
価
が
窺
わ
れ
る
。
実
は
こ
の
編
纂
者
の
一
人
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
業
績
、
仕
事
を
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
強
調
し
て

い
る
。
一
つ
に
は
自
然
科
学
者
と
し
て
の
側
面
。
も
う
一
つ
は
、
地
理
上
の
発
見
者
と
し
て
の
側
面
。
そ
れ
に
も
う
一
つ
に
は
、
東
ア
ジ

ア
の
歴
史
と
文
化
の
研
究
者
と
し
て
の
側
面
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
と
の
文
化
交
流
の
促
進
者
及
び
仲
介
者
・
橋
渡

し
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。

　
最
初
の
側
面
に
関
し
て
は
、
日
本
は
動
植
物
、
鉱
物
の
宝
庫
と
し
て
の
認
識
の
下
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
『
日
本
』
と
は
別
に
、『
日
本
の

植
物
』
と
『
日
本
の
動
物
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
た
だ
日
本
の
鉱
物
に
関
し
て
は
完
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
自
然
科
学
者
と
し

て
の
シ
ー
ボ
ル
ト
で
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
父
親
の
医
学
者
と
し
て
の
業
績
を
も
引
き
合
い
に
出
し
て
い
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る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
に
お
い
て
最
初
に
種
痘
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
参
府
の
折
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日

本
橋
の
、
オ
ラ
ン
ダ
使
節
一
行
の
定
宿
『
長
崎
屋
』
で
日
本
の
医
師
、
科
学
者
た
ち
の
立
会
い
の
下
，
種
痘
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
点
は

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
も
歴
史
的
な
事
実
と
し
て
将
来
の
た
め
に
記
録
し
た
か
っ
た
と
見
え
る
。『
伝
記
的
な
ス
ケ
ッ
チ
』
に
な
か
で
こ
う
書

か
れ
て
い
る
。

追
伸
と
し
て
、
彼
は
控
え
め
に
書
い
て
い
る
〝
私
は
種
痘
を
日
本
に
導
入
し
た
の
だ
〟。
こ
の
日
本
に
と
っ
て
計
り
知
れ
な
い
恵
み

は
一
八
二
八
年
の
彼
の
江
戸
参
府
紀
行
に
も
証
明
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
で
彼
は
様
々
な
種
痘
を
試
み
、
将
軍
の
侍
医
た
ち
に
こ
の
よ

う
な
処
方
を
知
ら
し
め
た
（
注
９
）

。

　
当
然
こ
の
場
面
を
含
む
『
江
戸
参
府
紀
行
』
は
当
時
の
日
本
の
時
代
状
況
を
直
接
知
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
作
品
の
価
値
は
極
め
て
高

い
、い
な
代
表
的
な
作
品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
再
版
で
は
巻
頭
の
作
品
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
初
版
で
は
、

実
の
と
こ
ろ
、
長
崎
か
ら
江
戸
往
復
の
参
府
紀
行
に
も
関
わ
ら
ず
、
途
中
の
播
州
室
ま
で
の
記
述
で
終
わ
っ
て
い
た
。
日
本
で
出
版
さ
れ

た
『
日
本
』
の
『
江
戸
参
府
紀
行
』
で
は
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
一
部
始
終
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
再
版
本
の
『
日
本
』

か
ら
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
の
ち
に
ま
た
取
り
上
げ
る
と
す
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
た
ち
が
未
発
表
の
原
稿
を
見
つ
け
、
新
た

に
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
地
理
学
者
、
地
理
研
究
者
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
シ
ー
ボ
ル
ト
は
大
航
海
時
代
の
発
見

者
、
航
海
者
で
は
な
い
。
ま
た
長
崎
と
江
戸
の
間
を
往
復
し
て
は
い
る
が
日
本
全
国
を
旅
行
し
て
い
な
い
。
し
か
し
彼
は
日
本
で
、
伊
能

忠
敬
作
成
の
貴
重
な
日
本
及
び
周
辺
国
の
詳
細
な
学
術
的
な
地
図
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
地
図
は
江
戸
幕
府
の
機
密
資
料
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
国
外
に
持
ち
出
す
こ
と
は
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
れ
を
あ
え
て
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
は
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国
外
永
久
追
放
の
処
分
を
受
け
た
。
し
か
し
同
時
に
、
知
ら
れ
ざ
る
土
地
で
あ
っ
た
、
東
ア
ジ
ア
、
日
本
、
蝦
夷
、
樺
太
が
地
理
学
的
に

解
明
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
理
学
の
発
展
に
は
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
。
ま
さ
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
で
の
研
究
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ら
も
こ
れ
を
父
の
業
績
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。

　
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
の
研
究
者
と
し
て
の
側
面
は
、『
日
本
』
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
父
シ
ー

ボ
ル
ト
の
基
本
的
な
姿
勢
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
た
ち
も
し
っ
か
り
踏
ま
え
、継
承
、発
展
さ
せ
た
。〝
日

本
と
そ
の
隣
国
、
保
護
国

―
蝦
夷
・
南
千
島
列
島
・
樺
太
・
朝
鮮
・
琉
球
諸
島

―
の
記
録
集
。
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
書
お
よ
び

自
己
観
察
に
よ
る
。〟
と
あ
る
。
最
後
の
日
本
及
び
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
・
文
化
交
流
に
関
し
て
は
自
ら
も
そ
の
渦
中
に
あ

る
人
物
と
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
そ
の
歴
史
を
研
究
し
た
。
し
か
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
亡
き
後
の
こ
と
は
、
こ
の
再
版
『
日
本
』
に
も
も
ち

ろ
ん
記
述
さ
れ
な
か
っ
た
。こ
れ
ら
は
む
し
ろ
後
世
の
息
子
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
で
あ
っ
た
。以
上
、編
纂
者
の
視
点
に
立
っ
て
、シ
ー

ボ
ル
ト
の
業
績
を
様
々
な
側
面
か
ら
見
て
、
ま
と
め
て
み
た
。
で
は
具
体
的
に
『
日
本
』
の
再
版
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。
そ
の
初
版

本
と
の
比
較
に
お
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

Ⅱ

　
一
八
九
七
年
、
編
纂
者
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
連
名
で
『
日
本
』
の
再
版
が
出
版
さ
れ
た
。
場
所
は
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
と

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
。
出
版
社
は
王
立
宮
廷
書
店
の
出
版
部
フ
ォ
ン
・
レ
オ
・
ヴ
ェ
ル
ル
。
二
巻
本
で
あ
る
。
第
一
巻
は
第
一
編
と
第
二
編
、

第
二
巻
は
第
三
編
か
ら
第
七
編
ま
で
で
あ
る
。
以
下
、
目
次
。

　
再
版
本
『
日
本
』
第
一
巻
、

　
　
　
　
　
　
第
一
編
、
地
理
研
究
と
旅
。
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第
一
章
、
バ
タ
ビ
ア
か
ら
日
本
へ
の
一
八
二
一
年
の
旅
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
、
一
八
二
六
年
の
江
戸
参
府
紀
行
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
地
理
と
そ
の
発
見
史
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
、
日
本
国
の
名
称
、
位
置
、
面
積
お
よ
び
区
画
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
章
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
日
本
発
見
と
一
九
世
紀
初
め
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
関
係
。

　
　
　
　
　
　
　
第
五
章
、
日
本
の
発
見
史
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
メ
ン
デ
ス
・
ピ
ン
ト
の
物
語
と
日
本
人
の
報
告
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
六
章
、
日
本
の
オ
ラ
ン
ダ
人
商
館
、
平
戸
と
出
島
の
記
述
。

　
　
　
　
　
　
　
第
七
章
、
日
本
人
の
隣
人
、
中
国
人
、
朝
鮮
人
と
そ
の
他
の
国
民
と
の
交
流
。

　
　
　
　
　
　
　
第
八
章
、
日
本
人
の
、
自
国
お
よ
び
そ
の
隣
国
と
保
護
国
に
つ
い
て
の
地
理
的
な
研
究
の
歴
史
的
な
概
観
。

　
　
　
　
　
　
　
第
九
章
、
日
本
地
図
に
つ
い
て
の
注
。

　
　
　
　
　
　
第
二
編
、
日
本
民
族
と
国
家
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
、
日
本
人
の
起
源
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
、
日
本
人
と
い
く
つ
か
の
他
の
民
族
の
人
の
つ
り
目
に
つ
い
て
の
論
議
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
、
武
器
、
武
術
お
よ
び
戦
術
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
章
、
民
族
文
化
の
発
展
と
将
軍
家
の
創
設
の
歴
史
。

　
　
　
　
　
　
　
第
五
章
、
日
本
の
法
律
遵
守
の
知
識
に
つ
い
て
の
論
評
。

　
　
　
　
　
第
二
巻
、

　
　
　
　
　
　
第
三
編
、
神
話
、
歴
史
そ
し
て
考
古
学
。

　
　
　
　
　
　
　
　
天
地
開
闢
神
話
、
日
本
古
代
史
。
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日
本
人
の
計
時
法
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
人
の
一
日
の
区
分
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
人
と
日
本
人
の
時
計
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
暦
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
盲
暦
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
花
暦
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
勾
玉
、
日
本
の
島
に
最
も
早
く
住
ん
だ
人
々
の
宝
物
。

　
　
　
　
　
　
第
四
編
。
芸
術
と
科
学
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
度
量
衡
と
貨
幣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
鍼
術
知
見
補
遺
。

　
　
　
　
　
　
　
　
艾
の
効
用
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
第
五
編
。
日
本
の
宗
教
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
に
お
け
る
神
の
神
事
（
神
道
）、
仏
教
（
仏
道
）、
孔
子
の
教
説
（
儒
教
）
の
歴
史
的
概
観
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
列
島
の
住
民
の
古
来
の
宗
教
で
あ
る
神
の
神
事
（
神
道
）
の
概
観
。

　
　
　
　
　
　
　
　
偶
像
崇
拝
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
低
俗
な
宗
教
的
祭
礼
。

　
　
　
　
　
　
　
　
傅
大
士
、
解
脱
の
偉
大
な
教
師
。

　
　
　
　
　
　
　
　
釈
迦
の
生
涯
の
四
つ
の
時
期
。

　
　
　
　
　
　
第
六
編
。
農
業
、
工
芸
、
交
易
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
茶
の
栽
培
と
製
法
。
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日
本
の
交
易
。
外
国
と
の
交
易
の
制
限
に
よ
る
国
内
の
産
業
の
発
展
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
九
年
か
ら
今
日
（
一
八
四
二
年
）
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
の
交
易
史
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
航
海
と
交
易
に
つ
い
て
の
事
実
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
と
中
国
人
と
の
交
易
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
と
そ
の
保
護
国
と
隣
国
、
朝
鮮
、
琉
球
諸
島
、
蝦
夷
、
南
千
島
列
島
そ
し
て
樺
太
と
の
交
易
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
家
の
物
質
的
補
助
資
源
。
国
民
の
生
産
的
、
工
業
的
お
よ
び
商
業
的
な
階
級
。
国
内
産
業
。

　
　
　
　
　
　
第
七
編
。
日
本
の
隣
国
、
保
護
国
、
蝦
夷
、
南
千
島
列
島
、
樺
太
、
朝
鮮
そ
し
て
琉
球
諸
島
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
、
樺
太
と
黒
竜
江
地
方
に
つ
い
て
の
情
報
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
、
蝦
夷
お
よ
び
樺
太
の
ア
イ
ヌ
種
族
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
、
ア
イ
ヌ
の
言
語
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
章
、
蝦
夷
・
樺
太
お
よ
び
日
本
領
千
島
の
天
産
物
。

　
　
　
　
　
　
　
第
五
章
、
琉
球
諸
島
と
そ
の
住
民
の
、
日
本
側
の
資
料
に
よ
る
記
述
。

　
　
　
　
　
　
　
第
六
章
、
沖
縄
本
島
植
物
目
録
。

　
　
　
　
　
　
　
第
七
章
、
日
本
の
海
岸
に
漂
着
し
た
朝
鮮
人
よ
り
得
た
朝
鮮
事
情
。

　
　
　
　
　
　
　
第
八
章
、
語
彙
。

　
　
　
　
　
　
　
第
九
章
、
朝
鮮
人
，
対
馬
の
日
本
の
武
士
お
よ
び
役
人
、
釜
山
に
お
け
る
日
本
商
館
な
ど
か
ら
得
た
種
々
の
情
報
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
〇
章
、�

韃
靼
海
岸
に
漂
着
し
、
北
京
へ
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
朝
鮮
を
経
て
故
郷
へ
返
さ
れ
た
日
本
人
漁
民
の

朝
鮮
見
聞
記
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
一
章
、
朝
鮮
国
の
制
度
、
官
吏
及
び
延
臣
。
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と
こ
ろ
が
四
十
五
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
』
初
版
本
は
、
こ
の
よ
う
な
適
格
な
、
理
に
か
な
っ
て
整
理
さ
れ
た
分
類
に
基
づ
い
て

い
な
か
っ
た
。
発
送
し
た
分
冊
に
従
っ
て
、
分
類
さ
れ
、
編
纂
さ
れ
て
い
た
。
各
章
に
ま
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
編
だ
け
で
も
こ
こ
に

紹
介
し
て
お
こ
う
。

　『
日
本
』
初
版
。

第
一
巻
、
第
一
編
、
日
本
の
地
理
と
そ
の
発
見
史
。

　
　
　
　
第
二
編
、
日
本
へ
の
旅
。

第
二
巻
、
第
三
編
、
日
本
民
族
と
国
家
、
民
族
文
化
の
発
展
お
よ
び
現
国
家
形
態
の
生
成
と
確
立
の
歴
史
。

　
　
　
　
第
四
編
、
一
八
二
六
年
の
江
戸
参
府
紀
行
（
一
）

第
三
巻
、
第
四
編
、
一
八
二
六
年
の
江
戸
参
府
紀
行
（
二
）

　
　
　
　
第
五
編
、
日
本
の
神
話
と
歴
史
―
天
地
開
闢
神
話
、
日
本
古
代
史

第
四
巻
、
第
六
編
、
勾
玉
、
原
題
考
古
学
―
古
代
日
本
島
住
民
の
宝
物
で
あ
る
勾
玉
。
　

　
　
　
　
第
七
編
、
日
本
の
度
量
衡
と
貨
幣
。
日
本
国
の
尺
度
・
面
積
・
桝
目
・
目
方
・
貨
幣
本
位
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
第
八
編
、
日
本
の
宗
教
。

　
　
　
　
第
九
編
、
茶
の
栽
培
と
製
法
。

　
　
　
　
第
一
〇
編
、
日
本
の
貿
易
と
経
済
。

第
五
巻
、
第
一
一
編
、
朝
鮮
。

第
六
巻
、
第
一
二
編
、
蝦
夷
、
千
島
、
樺
太
お
よ
び
黒
竜
江
地
方

　
　
　
　
第
一
三
編
、
琉
球
諸
島
。

　
　
　
　
付
録
一
、
日
本
人
の
起
源
に
つ
い
て
。
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二
、
日
本
の
司
法
制
度
研
究
へ
の
寄
与
。

　
　
　
　
　
　
三
、
日
本
の
鍼
術
知
見
補
遺
（
烙
針
法
）

　
　
　
　
　
　
四
、
艾
（
モ
グ
サ
）
の
効
用
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
五
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
略
伝
。

図
録

第
一
巻
、
日
本
の
地
理
と
そ
の
発
見
史
。

　
　
　
　
平
戸
と
出
島
。

　
　
　
　
日
本
民
族
と
国
家
。

第
二
巻
、
民
族
と
国
家
―
武
器
、
武
術
お
よ
び
戦
術
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
日
本
の
神
話
と
歴
史

　
　
　
　
　
　
神
話
と
歴
史
の
図
版
解
説
。

　
　
　
　
　
　
中
国
人
と
日
本
人
の
時
刻
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
暦
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
盲
暦
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
勾
玉
。

第
三
巻
、
日
本
の
宗
教
。

　
　
　
　
茶
の
栽
培
と
製
法
。

　
　
　
　
朝
鮮
。

　
　
　
　
蝦
夷
・
千
島
・
樺
太
お
よ
び
黒
龍
江
地
方
。
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琉
球
諸
島
（
注
10
）

。

　
こ
の
初
版
の
第
六
巻
ま
で
の
翻
訳
本
『
シ
ー
ボ
ル
ト
「
日
本
」』
と
図
録
三
巻
ま
で
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
、
普
及
し
て
い
る
。

　
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
編
纂
の
一
八
九
七
年
の
再
版
『
日
本
』
は
そ
の
全
体
で
日
本
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ

の
初
版
本
の
分
類
は
一
見
し
て
、
少
し
雑
な
、
一
定
の
方
針
に
従
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
内
容
的
に
は
す
べ
て
シ
ー
ボ
ル

ト
の
手
に
な
る
も
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
そ
の
意
義
と
価
値
に
つ
い
て
は
、
変
わ
り
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
両
方
の
版
を
仔
細
に

比
較
観
察
し
て
み
る
と
、
重
要
な
、
無
視
で
き
な
い
事
実
に
出
会
う
。
例
え
ば
、
初
版
の
第
六
巻
の
付
録
の
一
か
ら
五
ま
で
は
す
べ
て
後

の
再
版
に
分
野
別
に
適
切
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
初
版
本
の
翻
訳
が
日
本
で
な
さ
れ
た
昭
和
五
〇
年
代
に
訳
者
た
ち
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
真
価
が
認
め
ら
れ
、
初
版
本
の
中
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
よ
く
見
る
と
、
こ
れ
に
限
ら
ず
、
再
版
本
の
方

が
全
体
の
構
成
と
い
う
か
、
分
類
、
章
立
て
と
い
う
、
編
集
者
の
基
本
的
な
姿
勢
・
方
針
が
際
立
っ
て
い
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
版
を
比
較
し
な
が
ら
、
見
て
い
く
と
し
よ
う
。

　
ま
ず
再
版
本
『
日
本
』
の
第
一
編
で
は
、
旅
行
と
地
理
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
ま
ず
は
シ
ー
ボ
ル
ト
自
ら
の
旅
行
、
オ
ラ
ン
ダ
、
バ
タ
ヴ
ィ

ア
か
ら
日
本
ま
で
と
長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
の
往
復
旅
行
を
踏
ま
え
る
。
そ
の
後
、
時
系
列
に
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
交
易
の
プ
ロ
セ
ス

を
辿
る
。
と
こ
ろ
が
本
来
の
初
版
本
の
方
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
ま
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
旅
と
彼
の
江
戸
参
府
紀
行
を
そ
れ
ぞ
れ

分
離
さ
せ
、
独
立
さ
せ
て
、
発
表
し
て
い
る
。
つ
な
が
り
が
切
れ
て
い
る
。
し
か
し
再
版
の
方
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
的
に
も
空
間
的
に

関
連
し
て
、
時
系
列
で
見
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
地
理
的
に
も
空
間
的
に
も
比
較
的
に
自
然
に
移
動
で
き
る
。
こ
う
い
う
配
慮
も
編
者
に

は
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。

　
も
う
一
つ
大
事
な
点
は
、
実
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
江
戸
参
府
紀
行
は
、
初
版
に
お
い
て
は
、
長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
の
前
半
の
往
路
の
み
、

正
確
に
言
う
と
、
長
崎
か
ら
播
州
室
ま
で
の
紀
行
文
で
終
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ら
が
父
の
遺
稿
集
か
ら
探
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し
て
、
こ
れ
を
再
版
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
日
本
人
訳
者
た
ち
も
初
版
の
そ
の
不
備
に
気
が
付
い
て
い
た
。
再
版
の
『
江

戸
参
府
紀
行
』
を
底
本
と
し
て
，
訳
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
再
版
の
第
二
編
、
日
本
民
族
と
国
家
も
初
版
本
と
は
か
な
り
内
容
が
異
な
る
。
初
版
本
の
第
三
編
で
は
日
本
民
族
文
化
の
発
展
お
よ
び

現
国
家
形
態
の
生
成
と
歴
史
の
み
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
民
族
学
や
人
種
学
及
び
日
本
固
有
の
諸
制
度
を
対
象
と
し
た
分
野
で

あ
っ
た
。
そ
こ
を
編
者
は
改
め
た
。
も
ち
ろ
ん
民
族
文
化
の
発
展
の
歴
史
と
将
軍
家
創
設
の
歴
史
と
タ
イ
ト
ル
を
改
め
た
が
、
内
容
は
、

若
干
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
加
筆
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
以
前
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
編
者
は
こ
の
ほ
か
に
、
日
本
人
の
起
源
に
つ

い
て
、
日
本
人
と
他
の
民
族
の
つ
り
目
に
つ
い
て
、
武
器
、
武
術
お
よ
び
戦
術
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
日
本
の
法
律
に
つ
い
て
の
諸
論
文
を

こ
の
第
二
編
に
組
み
入
れ
た
。
ち
な
み
に
日
本
人
の
起
源
論
と
日
本
の
法
律
遵
守
の
知
識
に
つ
い
て
の
論
評
は
、初
版
の
翻
訳
の
中
に
は
、

最
後
の
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
再
版
の
第
三
編
、
神
話
、
歴
史
そ
し
て
考
古
学
は
初
版
の
第
五
編
、
日
本
の
神
話
と
歴
史
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
か
ら

し
て
ま
る
で
異
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
日
本
の
神
話
は
天
地
開
闢
神
話
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
て
、
実
際
の
日
本
の
古
代
史
と
は
分
け
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
は
、
初
版
と
再
版
で
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
初
版
の
こ
の
第
五
編
で
は
、
和
年
契
を
も
と
に
し
た
、
日
本

の
歴
史
年
表
が
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
再
版
で
は
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
代
り
、
日
本
人
の
計
時
法
、
日
本
人
の

一
日
の
区
分
、　
暦
、
い
わ
ゆ
る
盲
暦
、
花
暦
、
そ
し
て
勾
玉
に
つ
い
て
の
論
文
が
こ
の
第
三
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
中
国
人
と

日
本
人
の
時
計
に
つ
い
て
は
、
初
版
の
図
録
の
第
二
巻
の
中
に
論
文
と
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
勾
玉
論
は
、
初
版
で
は
、

考
古
学
に
分
類
さ
れ
ず
に
、
独
立
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
考
古
学
編
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
初
版
で
は
、
日
本
の
神

話
と
歴
史
と
あ
る
だ
け
で
、
日
本
の
計
時
法
、
日
本
人
の
一
日
の
区
分
、
そ
れ
に
花
暦
は
そ
の
編
の
付
録
と
し
て
す
で
に
あ
っ
た
。
し
か

し
中
国
人
と
日
本
人
の
時
計
、
暦
お
よ
び
盲
暦
に
つ
い
て
の
論
文
は
、
再
版
本
に
初
め
て
採
用
さ
れ
た
。
き
っ
と
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た

ち
が
、
父
親
の
遺
稿
集
の
中
か
ら
探
し
あ
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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再
版
の
第
四
編
の
タ
イ
ト
ル
は
、
芸
術
と
科
学
と
あ
る
。
か
つ
て
初
版
本
で
は
、
第
七
編
に
独
立
し
て
、
日
本
の
度
量
衡
と
貨
幣
と
あ
っ

た
も
の
が
、
再
版
で
は
、
こ
の
分
類
の
下
に
採
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
再
版
で
は
日
本
の
医
学
及
び
東
洋
の
医
学
と
し
て
、
日
本
の
鍼
術
知

見
補
遺
お
よ
び
艾
の
効
用
に
つ
い
て
と
い
う
論
文
が
初
版
の
付
録
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
再
版
の
第
五
編
、
宗
教
は
、
ほ
と
ん
ど
初
版
の
そ
れ
の
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
『
傅
大
士
、
解
脱
の
偉
大
な
教
師
』
と
『
釈
迦
牟
尼
、

釈
迦
の
生
涯
の
四
つ
の
時
期
』
は
再
版
初
出
で
あ
る
。

　
再
版
の
第
六
編
、
農
業
、
工
芸
、
貿
易
は
、
初
版
の
第
九
編
、
茶
の
栽
培
と
製
法
と
第
一
〇
編
、
日
本
の
貿
易
と
経
済
の
そ
れ
ぞ
れ
別

個
の
独
立
し
て
い
た
も
の
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　
再
版
の
最
後
の
第
七
編
は
、
日
本
と
そ
の
隣
国
、
保
護
国
―
蝦
夷
・
南
千
島
列
島
・
樺
太
・
朝
鮮
・
琉
球
諸
島
―
の
記
録
集
。
タ
イ
ト

ル
通
り
に
、
樺
太
、
ア
ム
ー
ル
地
方
、
蝦
夷
と
そ
の
住
民
ア
イ
ヌ
人
、
さ
ら
に
南
千
島
か
ら
琉
球
に
研
究
・
調
査
対
象
が
移
る
。
そ
れ
か

ら
朝
鮮
と
そ
の
様
々
な
情
報
を
報
告
す
る
こ
と
で
終
わ
る
。
と
こ
ろ
が
初
版
で
は
第
十
一
編
が
朝
鮮
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
み
で
あ
る
。
し

か
し
そ
こ
に
は
朝
鮮
の
み
な
ら
ず
、
中
国
も
含
ま
れ
て
い
る
。
第
五
章
の
朝
鮮
国
の
制
度
、
官
吏
及
び
廷
臣
の
後
、
第
六
章
、
中
国
の
語

彙
「
類
合
」
―
朝
鮮
語
訳
お
よ
び
中
国
語
の
朝
鮮
読
み
併
記
、
Ｊ
・
ホ
フ
マ
ン
校
訂
訳
、
第
七
章
、
日
本
の
文
献
に
よ
る
日
朝
・
日
中
関

係
、
Ｊ
・
ホ
フ
マ
ン
著
。
第
一
節
、
朝
鮮
半
島
史
総
説
、
第
二
節
、
日
本
側
の
資
料
よ
り
見
た
日
本
と
朝
鮮
お
よ
び
中
国
の
関
係
。
付
、

西
暦
二
〇
〇
年
に
お
け
る
日
本
の
新
羅
遠
征
伝
説
。
第
八
章
、
千
字
文
。
こ
れ
ら
は
初
版
に
は
掲
載
さ
れ
、
日
本
に
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ら
の
編
纂
の
『
日
本
』
再
版
に
は
、
載
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
直
接
、
朝
鮮
の
み
を
扱
っ
た
も
の
で

は
な
い
と
見
た
か
、
そ
れ
と
も
父
シ
ー
ボ
ル
ト
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
、
見
た
か
。
こ
れ
は
定
か
で
な
い
が
、
第
六
章
か
ら
第
八

章
ま
で
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
息
子
た
ち
の
編
纂
の
『
日
本
』
に
は
、
初
版
の
よ
う
に
、
別
冊
の
『
図
録
』
三
巻
は
な
い
。
絵
図
は
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
て
、
二
巻
本
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
、
ご
く
大
ま
か
に
初
版
本
と
再
版
本
を
比
較
・
考
察
し
た
。
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
こ
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れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
兄
弟
の
父
親
観
、
父
親
の
評
価
・
再
評
価
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
と
め
て
み
た
い
。

ま
と
め

　
前
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
『
日
本
』
を
再
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、
編
者
が
少
し
論
文
に
手
を
加
え
た
、
と
書
い
た
が
、
一
応
念
の
た
め
に

そ
こ
を
指
摘
し
て
お
く
。
翻
訳
本
の
初
版
第
二
巻
の
第
三
編
『
民
族
文
化
の
発
展
お
よ
び
現
国
家
形
態
の
生
成
と
確
立
の
歴
史
』
の
中
の

織
田
信
長
が
天
下
統
一
す
る
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

　「
信
長
自
身
と
二
人
の
息
子
す
な
わ
ち
長
男
の
信
忠
と
次
男
の
信
雄
と
は
、
直
轄
領
に
隣
接
す
る
越
前
、
美
濃
、
尾
張
、
近
江
、
伊
勢

を
も
領
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
れ
の
き
わ
め
て
勇
敢
な
武
将
で
あ
る
秀
吉
は
す
で
に
一
五
七
五
年
か
ら
筑
前
の
地
を
封
土
と
し
て
所

有
し
て
い
た
。」
（
注
10
）

で
始
ま
り
、「
ま
た
信
長
は
子
孫
代
々
絶
対
独
裁
制
を
布
こ
う
と
し
て
お
り
」
（
注
11
）

ま
で
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
ほ
ん
の
一
部
か
も
し
れ
な
い
が
、
ほ
か
に
も
読
み
比
べ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
例
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
第
三

編
の
論
文
は
、初
版
で
は
織
田
信
長
あ
た
り
か
ら
始
ま
る
後
半
は
未
発
表
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
日
本
の
訳
者
た
ち
は
、一
八
三
六
年
に
『
日

本
』
の
初
版
を
復
刻
し
刊
行
し
た
ト
ラ
ウ
ツ
版
の
後
半
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
、
初
版
本
に
載
せ
た
。
そ
の
後
半
の
部
分
の
み
草
稿
と
し

て
番
号
が
三
十
六
ま
で
打
っ
て
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
再
版
に
は
こ
れ
は
取
り
除
い
て
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど

シ
ー
ボ
ル
ト
の
発
表
し
た
、
あ
る
い
は
未
発
表
の
論
文
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
こ
れ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た
ち
の
基
本
的
な
編

集
方
針
で
あ
っ
た
。
同
じ
日
本
学
の
後
継
者
ホ
フ
マ
ン
と
は
い
え
、
彼
の
手
に
な
る
も
の
は
、
再
版
か
ら
は
削
除
さ
れ
た
。
と
も
う
一
つ
、

初
版
で
は
、
別
冊
と
い
う
形
で
、
図
版
が
三
巻
で
別
個
に
出
版
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
再
版
で
は
図
版
は
必
要
最
小
限
に
各
論
文
の
中
に

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
編
者
は
よ
く
整
理
さ
れ
た
分
類
に
従
っ
て
、
可
能
な
限
り
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
い
編
纂
を
心
掛
け
て
い
る
。
さ

て
そ
れ
で
は
、
こ
の
第
二
版
の
編
纂
を
通
じ
て
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た
ち
は
、
父
親
の
、
研
究
者
と
し
て
あ
る
い
は
日
本
お
よ
び
東
洋
と
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西
洋
と
の
学
術
文
化
の
交
流
者
と
し
て
の
側
面
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
。
そ
の
点
を
最
後
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
三
点
あ
る
。

　
第
一
点
。

１
．
西
洋
医
学
の
伝
達
者
と
東
洋
医
学
の
理
解
者
に
し
て
紹
介
者
と
し
て
の
シ
ー
ボ
ル
ト

　
初
版
の
『
江
戸
参
府
紀
行
』
に
は
、
江
戸
へ
行
く
途
中
の
播
州
室
あ
た
り
で
紀
行
文
が
終
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
そ

の
の
ち
の
特
に
江
戸
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
行
動
で
あ
る
。
医
学
史
的
に
見
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
一
八
二
六
年
の
時
点
で
、
日
本
で
種
痘
を

試
み
た
と
い
う
事
実
は
大
変
重
要
な
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
医
師
・
オ
ッ
ト
ー
・
モ
―
ニ
ケ
が
一
八
四
八

年
に
日
本
で
初
め
て
種
痘
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
二
〇
年
ほ
ど
前
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日

本
人
の
医
者
た
ち
を
前
に
し
て
こ
れ
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
が
『
江
戸
参
府
紀
行
』
の
中
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
場
面
が
再

版
の
『
日
本
』
を
通
じ
て
世
に
知
ら
れ
た
の
は
、
一
九
世
紀
も
末
の
こ
と
で
、
遅
き
に
帰
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と
再
版
で
は
『
芸

術
と
科
学
』
と
い
う
編
を
設
け
て
、
東
洋
お
よ
び
日
本
の
固
有
の
医
術
と
し
て
、
鍼
と
灸
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
も
シ
ー
ボ
ル
ト

は
こ
れ
を
非
科
学
的
と
か
、
医
学
的
で
は
な
い
、
と
退
け
て
い
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
に
深
い
理
解
を
示
し
て
い
る
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
か

ら
積
極
的
に
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
医
学
論
文
、『
日
本
の
鍼
術
知
見
補
遺
』
と
『
艾
の
効
用
に
つ
い
て
』
は
再
版
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
、

発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
日
本
の
翻
訳
者
た
ち
の
目
に
留
ま
っ
て
、
初
版
の
中
の
付
録
と
し
て
最
後
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　
第
二
点
。

２
．
シ
ー
ボ
ル
ト
の
複
眼
的
な
比
較
考
察
者
と
し
て
の
基
本
姿
勢

　
そ
も
そ
も
シ
ー
ボ
ル
ト
は
学
術
研
究
の
基
本
姿
勢
と
し
て
日
本
と
西
洋
、
あ
る
い
は
日
本
と
隣
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
て
、
物

事
の
比
較
を
貫
い
て
い
る
。
い
わ
ば
近
代
的
な
比
較
研
究
の
走
り
、
先
駆
け
と
み
て
よ
い
。
同
じ
日
本
論
で
あ
っ
て
も
、
日
本
の
み
を
絶

対
的
に
追
及
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
を
隣
国
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
に
お
い
て
相
対
的
に
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
シ
ー
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ボ
ル
ト
の
日
本
論
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
独
創
的
で
あ
る
。
し
か
も
シ
ー
ボ
ル
ト
は
伝
統
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
養
を
も
っ
て
日
本
研
究

に
意
欲
的
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
様
々
な
分
野
で
結
実
し
て
い
る
。
前
に
指
摘
し
た
医
学
論
文
と
並
ん
で
、
も
う
一
つ
、『
日

本
人
の
起
源
に
つ
い
て
』
と
い
う
論
文
に
も
ま
さ
に
そ
の
成
果
が
実
を
結
ん
で
い
る
。

　
日
本
の
考
古
学
や
日
本
人
の
起
源
に
関
し
て
は
、
ま
さ
に
、
次
男
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
る
。
か
つ
て
二
〇
一
一
年
に

筆
者
は
、
日
本
の
考
古
研
究
者
と
し
て
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
を
取
り
上
げ
た
（
注
13
）

。
そ
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
再
版
の

も
う
一
人
の
編
者
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
論
文
が
そ
の
刊
行
年
の
一
八
九
七
年
に
初
め
て
世
に
出
た
。
そ
の
意
味
で
ハ
イ
ン
リ
ヒ

が
か
な
り
父
親
の
未
発
表
の
原
稿
に
手
を
加
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
日
本
人
は
混
成
民
族
、
つ
ま
り
雑
種
で
あ

る
と
か
、
崇
仁
天
皇
の
在
位
の
時
に
殉
死
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
土
人
形
・
埴
輪
が
作
ら
れ
た
、
と
の
事
実
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
作
か
と
思
わ
せ
る
節
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
、新
し
い
事
実
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
人
類
学
や
解
剖
学
の
見
地
か
ら
、
日
本
人
の
目
の
一
重
瞼
、
つ
ま
り
つ
り
目
を
日
本
人
固
有
の
も
の
と
し
、
日
本
人
と
蒙
古
人

と
の
近
親
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
人
の
諸
言
語
に
シ
ー
ボ
ル
ト
は
注
目
し
て
い
る
。

私
は
日
本
人
の
物
理
的
な
特
性
の
う
ち
す
で
に
、
特
に
か
れ
ら
に
特
徴
と
し
て
表
れ
て
い
て
、
ア
ジ
ア
で
あ
れ
、
新
大
陸
で
あ
れ
別

の
国
民
と
何
か
近
親
性
を
示
し
て
い
る
も
の
を
考
察
し
た
。
―
―
私
は
再
び
言
語
に
向
か
う
。
私
は
何
度
も
移
動
し
て
強
力
な
征
服

者
と
し
て
表
れ
た
あ
の
ア
ジ
ア
の
民
族
の
多
音
節
の
語
彙
に
、
日
本
語
の
語
彙
と
の
際
立
っ
た
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
思
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
私
が
こ
の
二
つ
の
言
語
を
比
較
す
れ
ば
、
民
族
学
に
重
要
な
貢
献
が
で
き
る
と
思
う
（
注
14
）

。

　
こ
う
し
て
ほ
か
に
東
ア
ジ
ア
の
諸
言
語
と
日
本
語
を
比
較
考
察
し
、
さ
ら
に
宗
教
、
風
俗
、
習
慣
、
文
化
も
相
互
に
比
較
し
て
、
共
通

な
も
の
と
異
な
る
も
の
を
確
認
す
る
。
こ
う
い
う
近
代
的
な
比
較
方
法
に
則
っ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
論
を
進
め
る
。
こ
う
い
う
方
法
は
残
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念
な
が
ら
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
ま
だ
身
に
着
け
て
い
な
か
っ
た
。父
シ
ー
ボ
ル
ト
だ
か
ら
こ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
。こ
う
い
う
点
で
も
父
親
シ
ー

ボ
ル
ト
の
日
本
研
究
は
画
期
的
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
時
代
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
こ
の
点
を
息
子
た
ち
も
、
後
世
の
人
に
伝
え
た
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
文
に
も
あ
る
よ
う
に
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
、
こ
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
比
較
研
究
を
つ
づ
け
た
の
も
、
一
つ

に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
存
在
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
第
三
点
。

３
．
地
理
・
地
誌
の
研
究
者
に
し
て
旅
行
家
と
し
て
の
シ
ー
ボ
ル
ト

　
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
探
検
家
と
し
て
世
界
各
国
を
旅
行
し
て
、
各
地
の
動
・
植
物
相
、
鉱
物
、
さ
ら
に
は
人
文
地
理
を

調
査
研
究
し
た
。
世
界
を
一
周
し
、
鎖
国
の
日
本
の
近
郊
、
樺
太
ま
で
来
て
い
る
。
彼
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
、
未
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ

て
い
る
日
本
の
地
理
研
究
、
さ
ら
に
は
日
本
の
植
物
相
、
動
物
相
、
地
質
を
含
め
た
自
然
研
究
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
も

フ
ン
ボ
ル
ト
の
激
励
を
受
け
て
、
再
度
一
八
五
九
年
に
日
本
へ
旅
立
っ
た
。
こ
の
い
き
さ
つ
は
、
長
男
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
よ
く
知
っ

て
い
た
。
作
品
『
日
本
』
に
は
日
本
の
植
物
相
、
動
物
相
、
地
質
に
つ
い
て
の
詳
し
い
論
文
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
『
日

本
』
と
同
時
に
シ
ー
ボ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
人
の
学
者
と
共
に
自
然
科
学
研
究
を
推
し
進
め
て
い
た
。
植
物
学
者
の
Ｊ
・
Ｇ
・
ツ
ッ
カ
リ
ー
ニ

と
Ｎ
・ｖ
・
エ
ー
ゼ
ン
ベ
ッ
ク
ら
は
か
れ
の
仕
事
仲
間
、
協
力
者
で
あ
っ
た
。
自
然
科
学
ば
か
り
で
な
く
、
人
文
地
理
学
、
地
域
の
産
業
、

商
業
、
生
活
、
宗
教
、
文
化
、
科
学
、
風
俗
、
習
慣
、
芸
術
等
も
当
然
シ
ー
ボ
ル
ト
の
研
究
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
当
時
の
日

本
は
鎖
国
状
態
で
、
中
に
入
っ
て
仕
事
の
で
き
る
外
国
人
研
究
者
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
そ
の
唯
一
例
外
的
な
研
究
者

で
あ
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
も
力
の
限
り
を
出
し
て
、
日
本
を
自
然
科
学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
を
総
動
員
し
て
、
総
合
的
に
研
究
し
た

の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
で
き
た
の
が
こ
の
『
日
本
』
で
あ
っ
た
。『
日
本
』
に
は
、
日
本
各
地
の
総
合
的
な
研
究
が
あ
る
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
代
表
作
『
江
戸
参
府
紀
行
』
も
あ
る
意
味
で
は
紀
行
・
旅
日
記
と
い
う
性
格
を
超
え
て
、
地
域
の
地
誌
・
文
化
の
総
合
的
な
研

究
成
果
と
見
て
取
れ
な
く
も
な
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た
ち
も
『
日
本
』
の
再
版
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、
父
の
こ
の
よ
う
な
日
本
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の
総
合
的
な
学
術
研
究
者
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
評
価
し
て
、
後
世
に
そ
れ
を
伝
え
た
、
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た
ち
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
、
ド
イ
ツ
語
の
分
か
る
読
者
を
想
定
し
て
、
こ
の
作
品
の
再
版
に
踏
み
切
っ
た

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
場
合
、
な
る
べ
く
複
雑
な
日
本
を
わ
か
り
や
す
く
、
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
新
た
な
分
類
の
下
で
、

諸
論
文
を
整
理
し
配
列
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
見
直
さ
れ
、
再
評
価
さ
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
こ
れ
こ
そ
息
子
た
ち
が

父
親
の
遺
志
を
継
承
し
た
記
念
的
な
事
業
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
最
後
に
ド
イ
ツ
人
の
中
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
兄
弟
及
び
彼
ら
の
再
版
の
『
日
本
』
を
高
く
評
価
す
る
人
が
い
た
。
そ
の
人
の
名
は
、
オ
ッ

ト
マ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
。
明
治
の
一
時
期
、
宮
内
省
の
侍
従
武
官
を
務
め
た
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
兄
弟
と
は
交
流
が

深
い
。
最
後
の
結
び
と
し
て
彼
の
文
章
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
こ
の
論
を
終
え
た
い
。

こ
の
時
代
（
鎖
国
時
代
）
に
つ
い
て
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
シ
ー
ボ
ル
ト
、
お
よ
び
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
両
男
爵
が

一
八
九
七
年
、
二
人
の
父
君
に
あ
た
る
、
か
の
有
名
な
自
然
科
学
者
で
医
師
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

の
著
作
を
編
纂
し
た
書
物
の
中
に
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
興
味
深
く
価
値
の
あ
る
書
物
を
、
わ
た
し

は
こ
の
機
会
に
広
く
推
薦
し
た
い
と
お
も
う
（
注
15
）

。

注
と
文
献

（
１
）�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
の
条
約
改
正
交
渉
は
、
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
第
五
七
号
『
日
欧
文
化
交
流
史
の
な
か
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息

子
た
ち
Ⅲ
―
日
・
独
条
約
改
正
交
渉
（
一
八
八
八
―
一
八
八
九
）
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
ー
』（
二
〇
一
三
年

三
月
発
行
）
と
同
じ
研
究
年
誌
第
五
八
号
の
『
日
欧
文
化
交
流
史
の
中
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た
ち
Ⅳ
―
一
八
九
〇
年
代
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
の
条
約
改
正
交
渉
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
ー
』（
二
〇
一
四
年
三
月
発
行
）
に
詳
し
い
。
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ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
伊
藤
博
文
と
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
は
同
じ
研
究
年
誌
第
五
六
号
『
日
欧
文
化
交
流
史
の
中
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た

ち
Ⅱ
―
伊
藤
博
文
の
助
言
者
に
し
て
協
力
者
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
―
』（
二
〇
一
一
年
三
月
発
行
）
に
詳
し
い
。

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
日
本
赤
十
字
社
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
同
じ
研
究
年
誌
第
六
〇
号
『
日
欧
文
化
交
流
史
の
中
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息

子
た
ち
Ⅵ
―
シ
ー
ボ
ル
ト
兄
弟
の
日
本
赤
十
字
社
創
立
へ
の
貢
献
―
』（
二
〇
一
六
年
三
月
発
行
）
に
詳
し
い
。

（
２
）�

同
じ
研
究
年
誌
五
九
号
『
日
欧
文
化
交
流
史
の
中
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た
ち
Ⅴ
―
日
清
・
日
露
戦
争
期
（
一
八
九
四
―
一
九
〇
四
）
の
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
ー
』（
二
〇
一
五
年
三
月
発
行
）
に
詳
し
い
。

（
３
）�

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
一
九
〇
八
年
八
月
十
五
日
の
日
記
に
細
川
は
な
の
名
が
出
て
く
る
。
細
川
は
な
を
「
日
本
の
家
政
婦
」
と
記
し
て
い
る
。

Acta

　Sieboldiana
　VII, Alexander von Siebold ,Die Tagebü

cher,B 1893-1911,S.1342.

（
４
）�

一
八
九
六
年
五
月
一
七
日
付
の
佐
野
常
民
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
あ
て
の
手
紙
か
ら
引
用
。Acta

　Sieboldiana 
IV, 

Briefe 
aus 

dem 

Familienarchiv 
von 

Brandenstein 
Der 

Kreis 
um 

Alexander 
und 

Heinrich 
von 

Siebold, 
Otto 

Harrassowitz 
Wiesba-

den 1991, S.92.

（
５
）�Acta

　Sieboldiana

　VII,

　Alexander 
von 

Siebold,

　Die 
Tageb ü

cher

、B1893-1911

、Harrasowitz 
Verlag,Wiesba-

den,1991. S.813.

引
用
。

（
６
）�『Nippon

』　Archiv 
zur 

Beschreibung 
von 

Japan

　und 
dessen 

Neben-und 
Schutzlä

ndern 
Jezo 

mit 
den 

s ü
dlichen 

Ku-

rien 
,Sachalin, 

Korea 
und 

den 
Liukiu-Inseln 

von 
Ph.Fr.von 

Siebold,Zweite 
Auflage, 

herausgegeben 
von 

Seinen 

Sö
hnen, Wü

rzburg und Leipzig, Verlag der k.u.k. Hofbuchhandlung von Leo Woerl.1897,Vorwort zur zweiten Auf-

lage X

か
ら
引
用
。（
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
花
房
文
庫
所
蔵
）

（
７
）�『Nippon

』 Zweite Auflage. Vorwort zur zweiten Auflage X

か
ら
引
用
。

（
８
）�『Nippon

』 Zweite Auflage. Vorwort zur zweiten Auflage X

か
ら
引
用
。

（
９
）�『Nippon

』 Zweite Auflage. 

『Philipp Franz von Siebold. Eine biographische Skizze

』.S.XVI.

引
用
。

（
10
）�

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
著
『
日
本
―
日
本
と
そ
の
隣
国
、
保
護
国
―
蝦
夷
南
千
島
列
島
・
樺
太
・
朝
鮮
・
琉
球

諸
島
―
の
記
録
集
。
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
書
お
よ
び
自
己
の
観
察
に
よ
る
。
―
』
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
、
図
録
第
一
巻
か
ら
第
３
巻
、

監
修
岩
生
成
一
、
図
録
監
修
斎
藤
　
信
、
昭
和
五
二
年
一
一
月
二
二
日
、
発
行
所
雄
松
堂
。
後
『
シ
ー
ボ
ル
ト
「
日
本
」』
と
称
す
る
。

（
11
）『
シ
ー
ボ
ル
ト
「
日
本
」』
第
二
巻
、
四
〇
ペ
ー
ジ
引
用
。
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（
12
）『
シ
ー
ボ
ル
ト
「
日
本
」』
第
二
巻
、
四
一
ペ
ー
ジ
引
用
。

（
13
）�

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
第
五
五
号
『
日
欧
文
化
交
流
史
の
中
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
息
子
た
ち

　
Ⅰ

　
―
日
本
の
考
古
研
究
者
ハ
イ
ン

リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
―
』
二
〇
一
一
年
三
月
発
行
を
参
照
。

（
14
）『Nippon

』　Erster Band, Abteilung II Volk und Staat, Ü
ber die Abstammung der Japaner, S.288

引
用
。

（
15
）�

オ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
著
、
金
森
誠
也
訳
『
ド
イ
ツ
貴
族
の
明
治
宮
廷
記
』
二
九
一
ペ
ー
ジ
引
用
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
二

日
刊
行
、
講
談
社
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
末
日
記
す
。




